
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

遠くから見ると、ツルのように首と足
が長いサギの仲間、アオサギが風蓮
湖や春国岱の水辺でたくさん見られる
ようになります。多い時には 300羽にも
なります。 
 アオサギの主食は魚です。観察し
ていると、ずっと水面を見つめていたか
と思うと、一瞬のうちに長いくちばしを水
中に突き刺し、魚を捕まえます。時に
は大きすぎる魚を捕まえてしまい、飲
み込みづらそうにしながらも、なんとか
食べていることも。 
 多くのアオサギをはじめ、カモメの
仲間、タンチョウやオジロワシを豊かな
風蓮湖が支えています。 

アオサギ 
Ardea cinerea 

しゅんくにたいげんせいやちょうこうえん 

 

ネイチャーセンターだより ネイチャーセンターだより 
2006 年 ７・８月号春国岱原生野鳥公園 

７＆８月のイベント 
お申し込み・お問い合わせは、ネイチャーセンターまで（0153-25-3047） 

 

■日 時■ ７月２９日（土）9：30～12：30
■対 象■ 小学生以上 ２０名 

（小学生は保護者同伴）

■申 込■ ７月２７日まで 

■参加費■ １００円／1人（保険・資料代として）

■概 要■ 春国岱・風蓮湖周辺の海は生き物の宝

箱。潮のひいた海岸で、海辺の生き物の

ヒミツを探りながら、こっそりかくれる

ヤドカリやカニたちを探してみよう。 

 

 

海の生きもの見つけにいこう 

 
 

■日 時■ ８月１３日（日）10：00～15：00
■講 師■ （財）日本野鳥の会 芝原 達也 

（谷津干潟自然観察ｾﾝﾀｰ担当 ﾁｰﾌﾚﾝｼﾞｬｰ）

■対 象■ 高校生以上 ３０名 

■申 込■ ８月１０日まで 

■参加費■ １００円／1人（保険・資料代として）

■概 要■ 千葉県のラムサール条約湿地「谷津干潟」。

そこにはどんな自然があり、どんな活動が

行われているのでしょうか？ 

      講師をお招きし、谷津干潟の自然と、そこ

で行われている活動についてのお話と、風

蓮湖・春国岱の干潟の観察を行います。 

風蓮湖・春国岱フィールド講座② 

ふれよう干潟 知ろう「谷津干潟」 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

フィールドボランティア説明会 ５/28 

 ラムサール条約湿地に登録された「風蓮湖・春国岱」

をフィールドにボランティア活動をしてみたいなと思う

人たちに向けて説明会を開催しました。 

 ボランティア活動の説明と活動の場となる風蓮湖と春

国岱の森を回り、「こんな活動ができるかも」「この花な

んだろう」など、いろんなことを感じてもらい、活動へ

のイメージを持ってもらいました。 

風蓮湖・春国岱フィールド講座① 「知ろう ふれよう ラムサール」 ７/２ 

春国岱 鳥と花の情報収集調査 ７/８ あなたも風蓮湖・春国岱で 
     活動してみませんか 

 ネイチャーセンターでは、フィールドボ

ランティアを募集しています。 
 自然の好きな方、子供が好きな方お待ち

しています。 
 詳しくは、ネイチャーセンターのレンジ

ャーまでお問い合わせください。 

６/17 に予定していた活動が雨のため延期にな

り、７/８に春国岱の鳥と花の簡単な調査を行いま

した。アッケシソウやウミミドリが見られました。

調査で見られたものをファイルにまとめ来園者が

見られるようにしました。 

ネイチャーセンターの入口 

情報コーナーに置いてあり 

ます。散策の前にチェック 

してみてください。 

 

 ラムサール条約湿地に登録されて、８ヶ月がたちました。フィールド講座の

最初はやはりラムサール条約についてということで、釧路国際ウエットランド

センターの新庄久志氏に、ラムサール条約の生い立ちから今に至るまで発展し

ながら進んできていることなどを海外の事例や参加者とディスカッションを

通して教えていただきました。 
 ラムサール条約は国際NGOが各国政府に呼びかけてできた世界規模で渡り
鳥の保護に注目したものであったが、湿地に依存する全ての植物、野生生物（人

類も含む）生息の保全について普及することあらゆる湿地を対象にすること、

そこにワイズユースという考え方を入れて取り組んできていること、そして世

界的に重要な湿地ということで 8 つの基準があることなどを教えていただい
た。 
 そして今ラムサール条約締約国会議では、水資源の保全、地球環境の保全 

講師：新庄久志氏 
（釧路国際ウエットランドセンター） 

 

 講演やディスカッションを終えた後、実際に風蓮湖・春国岱の環

境や湿地に生える植物などを観察したり、話し合ったりしながらみ

んなで歩きました。 
 

に注目をしていること、その中で、泥炭地が重要な役割をしている

ことなどを話され、根室には風蓮湖・春国岱だけでなく、たくさん

の湿原、湿地、泥炭地があるんだよ、これを機会にそれらを結んで

いくために考えていって欲しいという言葉が印象的であった。 
 



 

 

 

 

この時期には、蚊が多く発生します。 

虫除け対策をして散策してください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミヤコドリ 
 

白と黒のコントラストが 
目立つ、ミヤコドリが、 
夏の間見られます。 
８月になると、他のシギ 
・チドリ類の秋の渡りが 
始まり、水辺が賑やかになります。

タンチョウ 
 

春国岱の中の湿地や、 
風蓮湖の岸、潮が引い 
た干潟などで見られま 
す。 

 

自然情報 *７・８月*

オジロワシ 
 

潮の引いた干潟やテトラ 
ポットに大きなオジロ 
ワシが止まっていること 
があります。 

蚊が多く発生します 
虫除け対策をお忘れなく 

センターでは双眼鏡の無料貸出をしています 
どうぞお気軽にご利用ください 

巣立ち 
 

今年産まれた小鳥のヒナ 
たちが巣立ちの時を迎え 
ています。親鳥に一生懸 
命生きる術を学んでいま 
す。地面にヒナが落ちても、親は必
ず近くで見守っていてくれている
ので、保護せず、そのままにしてお
いてください。 
 

 エゾシカ 
 

この時期になると、エゾ 
シカが親子で木道周辺や 
時にはネイチャーセン 
ター周辺に出てきます。 
コジカはとってもかわいいです。 
 

花  
 

ハマナスの大群落がその 
鮮やかな色と、香りで迎 
えてくれます。 
８月になると、初秋の花 
が咲きはじめるようになります。 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 

～雑学クイズ～ 
 

今月の表紙にもなっている 
アオサギ。 

英語ではなんと言うでしょう？ 
 

① Blue Heron 
Blueは青色という意味 

 
② Grey Heron 

Greyは灰色という意味 
 
③ Black Heron 

Blackは黒色という意味 

郵送費削減と省資源を目指し、ネイチャーセンターだよりをメール（PDF 形式）で配

信しています。ご協力下さる方は下記ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽまで、ご自身のｱﾄﾞﾚｽをお知らせ下さい。

ご協力お願い致します。   （郵送ご希望の方には今後もそのまま郵送いたします。）

連絡先： nemu_nc@marimo.or.jp

メール配信のお願い 

① 野外解説          （1～2時間  ／ 10～20名） 

② 自然のお話         （25分  ／ 10～45名） 

③ 自然のクイズラリー （1時間  ／ 10～50名） 

④ タンチョウのヒミツに迫るタンチョウゲーム     

（0.5～2時間  ／ 10～20名）

▼事前申込みが必要です。詳細はネイチャーセンターまでお問い合わせください。

▼①などの野外ガイドは、学校団体・市民団体等に限らせていただきます。 

団体向けプログラムのご案内 

 

春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター 
 
■住 所■ 〒086-0074 北海道根室市東梅 103 番地 

■電 話■ 0153-25-3047  ■F A X■ 0153-25-8570 

■Ｈ Ｐ■ http://www.marimo.or.jp/~nemu_nc/workn/index.html 

■メ ー ル■ nemu_nc@marimo.or.jp 

■7・8 月の開館時間■ 9：00～17：00（9 月まではこの時間で開館） 

■7・8 月の休館日■ 7/5・12・18・19・26 8/2・9・16・23・30 

2006.7 発行 

答えは右側→ 
 
サギは英語で Heronと言います。 

 

 ６月 19日にタンチョウ繁殖状況調査に行きました。今年は昨年に比べ、雛の数

が多く、7月現在も多くの場所で順調に成長しています。その他、森や草原でも、

小鳥たちの巣立ち雛が出てきて親鳥から餌をもらい、すくすくと育っています。バ

ンビや子ギツネなどにも出会え、根室の生き物は子育ての真っ最中です。 

 8 月に入ると風蓮湖の干潟には、シベリヤで一足早く子育てを終えた渡り鳥のシ

ギ・チドリたちが戻ってきます。 

この仲間は、親子別々で渡ってきます。 

そのため、今年産まれた鳥たちにとって 

は、初めての渡りでオホーツク海を越え 

風蓮湖で一休みといった所でしょうか。 

クイズの答えは・・・ 

② 


